
 

 

(学年）第１学年，(教科・科目）情報・社会と情報                   協働学習 

 

(単元)情報社会と問題解決 

 

(本時のねらい)                     

・問題の発見・解決を行う学習を通して，情報と情報技術を効果的に活用し，情報社会に

主体的に参画するための資質・能力を育成すること。  
・地域活性化など地方創生に関する問題解決を行うための情報技術の習得や課題解決の方

法を身につける。  
・データ可視化ツールの仕組みを学び，RESAS に代表される Web ツールを活用し，デー

タ分析の手法を身につける。  
 

（ICT 活用方法） 

・タブレット端末を用いて生徒に電子黒板システムで発表させる。  
・PC 等を使用して RESAS による分析及び問題の発見・解決を行う。  
 

(本時の展開) 

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 備考 

導入 

5 分 

 

 

１．はじめに（スラ

イド１） 

・実社会におけるデ

ータ活用の意義を理

解する。 

 

 

 

・本時の学習課題を掲

示する。 

 

・意見の主張のための

データの選択や示し方

に着目させる。 

  

展開 

40 分 

２．RESAS について

理解する。（スライ

ド３～４） 

・RESAS におけるビ

ッグデータを集約さ

せることや可視化さ

せることの意義を理

解する。 

３．課題１（スライド

５～６） 

・RESAS の使い方を理

解する。 

・実際に RESAS を使

い，生徒の居住地域の

・実際に RESAS の HP を

示 し な が ら 説 明 を 行

う。 

（インターネット検索

画面から RESAS で上位

に表示される。） 

（必要に応じて各種デ

ータの説明を行う） 

・データが数値で示さ

れるよりも地図上に表

示したり，グラフで示

されることで全体を俯

瞰できることやビジュ

アル化によりわかりや

・一般的なデー

タ分析の手順と

してはデータを

探し，目的に応

じて加工し，可

視化させる必要

があるが，RESAS

はそのような手

順によらず簡単

に使用できる。 

 

 

 

 

 

RESAS のデータを根拠に意見を主張してみよう。 



 

 

人口ピラミッドを表

示させる。 

４．課題２（スライ

ド７～９） 

・RESAS の人口デー

タを抽出させ，デー

タからわかることを

レポート（または PP

スライド）としてま

とめ提出させる。 

・できるだけ複数の

データを用いて自分

の 主 張 を 補 完 さ せ

る。 

・単に人口が減少し

ているといった主張

ではなく，人口構成

のピラミッドから年

代別人口動向に注目

したり，出生率や新

卒者の就職・進学動

向から人口の変化の

実態にせまれるよう

に ア プ ロ ー チ を 行

う。 

 

・時間があれば全国

平均のデータや近隣

の地域をデータに追

加し，比較を行う。

（スライド１０） 

す い こ と に 着 目 さ せ

る。 

・スクリーンショット

や Snipping Tool（スラ

イド１１～１３）によ

る画像貼り付けでグラ

フやデータを抽出させ

る。 

 

 

 

 

 

 

☆使えそうな RESAS の

マップ 

メ イ ン メ ニ ュ ー  → 

人口構成，人口増減，人

口の自然増減，人口の

社会増減，新卒者就職・

進 学 ， 将 来 人 口 推 計 

等 

 

 

・ RESAS にない

グラフを作成さ

せる場合 

RESAS にはデー

タを CSV ファイ

ルでダウンロー

ドできる機能が

ある。これを用

いて，Excel 等で

データの処理・

グラフ化を行う

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スライドまた

はレポートを作

成させる。 

まとめ 

５分 

５．本時のまとめ，

振り返り 

・データからはわか

ることわからないこ

とがあることを理解

する。また，データ

の選択の重要性を意

識させる。 

 ・次回スライド

またはレポート

を発表させる。 

ルーブリック等

で相互評価させ

る。 

 

 



 

 

 

(授業の様子)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RESAS 例：人口構成 → 徳島県 → 人口ピラミッド 

 

       レポート 例 

 

＜授業スライド＞ 

 

 

 

 

 

 

 

スライド１              スライド２ 

 

 

 

 

 

 

 

スライド３              スライド４ 

 

 

 

 

 

 

 

スライド５              スライド６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド７              スライド８ 

 

 

 

 

 

 

 

スライド９              スライド１０ 

 

 

 

 

 

 

 

スライド１１             スライド１２ 

 

 

 

 

 

 

 

スライド１３ 

 

                    授業の様子 

(生徒の反応と課題，改善を要する点) 

 RESAS からデータを抽出し，自分の意見を発表することでは個人差が大きく，発表にお

いても質的な差は大きい。しかし，RESAS の作業や電子黒板システム，PC 等の操作はほ

とんどの生徒が簡単にできていた。今後，ICT 等の情報スキルに関してはますます個人差

が大きくなると考えられるので個々に対応するための授業準備が必要である。 


